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乳牛改良の高ざをアピールした中標津町農協共進会。
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第54回中標津町農協通常総会
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業
の鼈
… ］巴一一議長の乾氏(左)､桜井氏

平
成
十
三
年
六
月
八
日
、
第
五
十
四
回
中
標
津
町
農
協
通
常
総
会
が
寿
宴
を

会
場
に
、
出
席
組
合
員
数
二
百
四
十
八
人
（
本
人
出
席
百
八
十
二
人
、
書
面
及

び
代
理
出
席
一
一
一
十
五
人
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き実販歩し命＞'１のま｣ミと場風のｌｌＬｉｌな_
ま紘允雌、融初Ｚｌ；鱗しに南にと｜)１１も遡る瀞農
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推
進
◎ 、

＝詞

命去笈二の
ｂｌｌｋ紙卜な
ﾘﾘ｢軒で六か
下の溌億で
二経Ｍ１’二、'１
１丁附しＴ初
七Fl]た八Ｔｉ１
Ｉ・益結ｒｉｉｌｍｌ
人と果六は
〃な、１１，．
１リリ企八’''１
を、体７Jる
計噺と「Ｕ６
Ｌ１Ｕ１しのの
す利て供の
る縮過給、

’ 

1 

鋤 ■へ

曇
鱗

几

丹

WM9 

各地区ご道の受付

２ 



Ｊノ戸■

９壱・ョ0

￣￣ 

Ｉ i婁璽
／ 

Hil会挨拶をする高橋組合長
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質疑に立った太田直行氏(左上)、白築氏(左)､太田功氏
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協Ｉｌｌｌト,IF様ろｌ１ｊ年襟１１ｔ
述指に巣のう編匹ｉｌＬは
憐し銘の綿とやもの新
にてじ１１‘断し腿農ノｊし
あ、、的安て協協ｊ強い
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平
成
十
一
一
一
年
度
第
三
十
一
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
並
び
に
第
十
一
一
回
種
馬
共
進
会
、

第
三
回
黒
毛
和
種
共
励
会
が
、
六
月
十
一
一
日
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
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ート、たス陳１
人地。タのチ
ル`（区１サヤ
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勝体そデオ
に笈れ］ン
脈はぞルに
き俵れは
ま橘栄スリリ[
し地醤タ’1；
た区に１原
･が脈ダ］I:

団体賞得点結果

１位俵橋地区

２位第二俣落地Ⅸ

３位’'１機津地|×

４位武佐地区

５位１１N陽地区

６位：11幌地区

７位俣落地区

258点

227点

189点

109点

７６点

６４点

３７点
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司蒋査員の東散則氏

見学者も熱心に観懲
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一般馬からポニー種まで審査が行なわれました

・鷆馴緬進会
第
１
二
回
種
馬
共
進
会
が
Ⅲ
催
さ
れ
、

三
卜
頭
の
出
品
が
あ
り
、
辮
盃
輿
に
阿
部

忠
列
氏
（
ホ
ク
レ
ン
本
所
畜
産
販
光
搬
艮
）

に
よ
り
、
第
一
部
．
般
馬
か
ら
第
Ⅲ
部
ポ

ニ
ー
極
ま
で
慎
飛
か
つ
厳
選
さ
れ
た
審
盃

が
行
な
わ
れ
た
後
、
一
部
よ
り
ｎ
部
ま
で

の
各
一
等
憐
の
巾
よ
り
、
今
年
唆
は
．
般

胸
二
部
の
三
才
ク
ラ
ス
よ
り
、
朽
号
藤
花

（
所
有
者
・
岻
川
英
二
氏
）
が
栄
蕎
を
受

け
ま
し
た
。

各部１等賞入賞馬
第１部（‐般馬２才クラス）

メスの部ｆ'1号・雪姫出品巻延寿武好
オスの部塙号砲ｶﾉﾊ品粁特森拓栄

第２部（一般馬３才クラス）

洛号藤花川品肴岨|｣｜災ニユ
節３部（…般馬４才クラス）

橘号共栄出品衿若森拓栄
第４部（一般馬５*以上）

撤号ラッキーホマレ｛'１Ｗ,者延寿武好
第５部（ポニー極）

名号ユキヒメ｛ｌ１１ＩＷｉ者波辺邦夫

虎司

卓■■■

1ﾉﾘをが版なし様ｌＨｉｈＬ川艮しが
にもあ充和、い係を，YI1ギ、て、第
終つ’）に牛まＩＨＩ符ど牛及取ｌｌＭＪ二
丁人、ｌｈ】もた識かのニセ災Ｉ１ＭＡ１ｌｊ１
し達公けお、をら比十ン恋さ［|】［｜
まがｊｉたＩ）ｌ１ＭＩＸ活較ニタ寝九機を
し大はき、『Ｆ１得発解頭｜行まｉｌ上迎
た勢もめ特’卜でな説全一へし総え
゜集と細仁のき質が頭の北た谷る
まよか霧’'１るlHIあの審鵬・共ｊｌ（
１）’）な盃に場がり血盃室進毛
、和ア輿はと銃、銃の地会イⅡ
イ】・イニドよ’|｝し<｜}１，，６区の緬
愈にパリ荷てな,Hf１発と農一共
鍵感イイＴＩｉｉＩ定ど片行で業環励
な心スイリ近狩、゛状、政と会

年
々
充
実
度
を
増
す

黒
毛
和
種
迂
〈
励
《
室

悪蚕する臼取菫査
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第Ｂ回中標津町農協ホルスタイン共進会

ﾁｬﾝﾋﾟﾌl･ﾝ牛及び1等1席入寶牛

シニアチャンピオン第８部福娘信博
ハッピーランドアンソニーミッキースギ

F盃

ジュニアチャンピオン第５部久保Ｆ:ﾘ
ェクセルシアＰＶパッション

第３部ｊ璽藤昭男
ウォールナッツリンカーンキヤソシュ

第１部久保剛
エクセルシアウインドエコー

第２部日下芳昭
フレンドリークリスタルターハム

ｲ弓?、

霞４部佐々木昭雄
アースイーストゴールドチャリティ

第７部久保剛
エクセルシアプリンセスデピー

第６部弾正原正
サニーデーノレェアロスタージェー

蕊９部佐々木昭雄
アースイーストアハッチエラ

第10部川村尊之
ナショナルスターアパッチジェーエー
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い゜でを紺えを夢１１しち、て体と家いになんⅡル
ち雌、フ介るりⅢ[ｋはとやｲﾄﾞい,１か族。はの宅のの
や近食ルし開き′ＢＨＩ當遊ん祭れを！？で１１１１１で１２人谷

戸目

ん
、
お
ば
あ
ち
鞠
ん
家
辿
い
で
、
清
物
や

ア
イ
ヌ
ネ
ギ
が
人
好
物
に
な
っ
た
ら
し
く

ほ
ん
の
～
リ
ア
ィ
ヌ
ネ
ギ
の
史
い
を
さ
せ

て
州
る
蛎
が
良
く
あ
る
っ
て
、
。
ハ
バ
達
が

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
も
自
分
の

お
や
つ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
パ
パ
の
ビ
ー
ル

も
此
っ
て
州
る
ち
ゃ
っ
か
り
さ
ん
。

さ
て
今
は
元
気
．
杯
の
需
奈
ち
ゃ
ん
だ

け
ど
、
宅
兄
所
に
血
い
始
め
た
約
．
年
は
、

お
友
達
の
カ
ゼ
を
此
っ
た
り
で
入
院
す
る

粥
三
川
・
病
院
通
い
で
パ
パ
、
マ
マ
泣
か

せ
の
征
Ⅱ
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
で
も
今
年
に

人
っ
て
か
ら
は
病
気
な
し
の
記
録
史
析
巾
。

ホ
ッ
ト
｜
忠
の
パ
パ
と
マ
マ
で
す
。
そ
ん

な
パ
パ
達
は
「
奪
奈
の
何
が
優
れ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
好
き
な
嚇
を
ド
ン

ド
ン
や
ら
せ
た
い
」
と
夢
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

作
余
ち
ゃ
ん
／
・
家
族
袴
ん
な
に
守
ら
れ

て
、
伸
び
伸
び
大
き
く
、
そ
し
て
カ
ゼ
な

ん
か
吹
さ
飛
ば
し
ち
ゃ
お
う
ね
っ
ノ
．

納
入
。



将来ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ移行型給飼舎
給飼舎建設を考えている方への提案

<経営相談課〉

飼料給与体系の改善を考え、絵飼舎の建設を考えている〃、そして将米的にはフリーストール

体系への移行（段階的に設備投査）を考えている方に、お金をかけて建設した絵飼舎を将米的に

有効にフリーストール牛舎に移行可能な給飼今の建設を提案致します。

厚=、

○概算見積額

９０坪（長さ36ｍ）タイプ

将来片側３ロウで約70頭』'二合、１I1jjl11l1（３ロウ＋２ロウ）で約110頭ﾉﾄ舎に移行可能

￥5.400,000（梢Yji税含む）

○見積内容

・''２コン（給飼j血路4.5ｍ）

．〈'三コン打設仕上げ（牛側迦路Ｌ８ｍｘ２列）ダイヤ1二|地仕｣ェ

・fi1il櫛レヂコン片側（1.2ｍ×36ｍ）

・連肋スタンチョン20頭分付け

・造成_１.'1はHll途料金（111砂50cm蚊きは兄枝に含む）

（将来フリーストール片側３ロウにする場合の追加｣二21f兇祇纐

ＦＲ、

Ｙ14,700,000） 
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生
産
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の
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衛
生
的
に
集
荷
。

｝一『
」

集
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え
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ヘ集Ｉ）視覚生
らな※※※※※※酪荷生懲さ任符
など（とパてのパて（い（にパ農を礁蔽れの理
い、ル化ルいにルおルるル将ル課お荷がてあに
点生クしクなホクリク所クれクか願の商いるは
が産のてのい’の洗のがのてクらい'１§まま符秒Ｚ
多者．い吸ス吸浄吸あ吸い｜の致乳つす班状
〈側ツるＨ１，や１１｛し出るＩ'１，るラーしをてしがよ
指もクしパしてしし｜高ま安い、食Ｉ）
摘十の１１ケ’。い口１１の小す翁るロ，１１'１６
さ分フ、ツがなよよフ寓・ＩこのＩの史
れにタ．．汚い’）りタ、／術が’１変に
ま対をツブれ「１牛．‘}芒魂｜全厄
し処付クラて家乳パ 的状述性機
たしけパシい川がソ にて､極の感
・なてツがる’'二ｊｌｉｉキこす下１ｍを
けいキ川時乳れン九.途か侍
れをン意、を出がかもらつ
ぱいグさ洗収しＪ１§らかｊ［た
ながれうって常もを甥、

詞

罰
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1lｉｒｌ“ 黒き

《

ミ
ル
キ
ン
グ
ロ

去
る
五
月
二
＋
五
日
に
ミ
ル
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
践
農
家
で
あ
る
、
十
勝
の
黒

田
剛
嗣
氏
と
吉
田
友
彦
氏
の
お
二
人
に
よ
る
、
レ
リ
ー
ミ
ル
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー
が
、
中
標
津
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と､`iliK鬘：
■
０
０
 峰●．□向』ｍ旧

■
０
０
 峰●．□向』ｍ旧

ｉＩＭｉ鳶と索
会堵内を沸かせた黒田剛閣氏 ボ

ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
、
中
標
津

＝熱し二塁 碁..、

「■、

お
二
人
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
等
人

前
後
の
縫
紳
や
、
家
族
総
憐
を
蛙

水
に
し
た
規
模
拡
人
な
ど
も
含
め
、

た
い
へ
ん
趾
祇
な
お
締
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
二
人

の
熱
い
お
話
に
、
会
場
内
に
お
雌

ま
り
に
な
っ
た
約
ｎ
人
の
符
内
・

外
紺
什
此
の
方
々
を
は
じ
め
、
』

「■

、１

勇鐘2全？、

薄雪
～ 

１
１
 

毎コ門

;&返家ル施たツこ無しを６１卜かしこ－入‐す人とらにくあ不いさこ返か
iii済族フｉ没とトと理てロヒレをけたと〉｝は」がし.、、、だげ安る今える満な

票iiil鱗(騨総繊醗蝉灘雛
辮４脚11ｉｗ與蹴鰍灘繊鱗建
雌紺卜認ＩＭギノｔＬ餓,上川紹製上な、ちが書かで、かの。鱗うと
に切なソノツ程人きで１｢１１（|宝かにがけポ、そ－るロれ絶考いもＩⅡＩら弊仁だ、
iiMiにく’リト度|iiiての牛上'１１１〈、兄とソロうＬＡとポま対え嵩,'１$でを人はとｊ鷺

鮎弓ネ箙：鰔洲；日煙き螺A2iYkl託雛鮭旛ゅ鱗以
、、’１１

Jし、

江｜こしス合プロとはjドリザＬ乳しポてと）,Ｌト。’'｝とを。ちると米えとえとをｌ弓
たでてアＩﾉﾘしボの、）１１’卜ｌｌｔたツIlllでた輔導．‐で弊Ｌなもててやてりほに

１０ 



暮
ら
し
の

【家庭菜園】

矢
⑲ 

！ 
『

シリーズ(その⑳）

ＬＬ 

北根室地区農業改良普及センター

R－ 

果菜類の整枝。剪定
１ 

戸司

〆
息

１･なす

.ｉ2校と第１ｲﾋﾟから下２～３本の側技を４
， 

残す４本ｉｔ立てが雑木です。

・４ｲｴの埴技から{l}たl11I枝は、イピの｣Zの

熊を１枚残して燗心します。

２．ピーマン

Ｐ
ｌ
Ｐ
Ⅱ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
 

△￣ 

２ 。１番采の第１節から分かれる、第１分枝

２本から、史に分かれる第２分枝の谷i;１

４本を_に枝にします。 Ｆ丹

．′1本の１２校から'11]びる側杖は果実３～４

采つけて４～５節で摘心し、１M枚の分枝

は２節で摘心します。

１ 

１
ｌ
ｊ
１
１
ｊ
ｊ
Ｊ
 

３.きゅうり

･親づる１本代｣lLての場合、11111校は５節

まで全て除｣$し、１５節までのｒづるは

２節で燗心します。

･１５節以｣Zは放任にします［

１１ 



表
一
は
、
平
成
卜
孟
年
に
実
施
さ
れ
た

「
抗
悶
性
物
硬
に
つ
い
て
」
の
北
海
道
乳

魔
改
糠
協
繊
会
の
洲
盃
結
果
で
す
。
こ
の

結
采
か
ら
、
今
後
の
抗
悶
桃
物
凌
混
人
恨

放
防
止
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

今
ま
で
に
発
生
し
た
抗
閖
性
物
薗
残
留

蛎
故
の
原
閃
の
多
く
は
、
「
治
療
牛
を
う

っ
か
り
搾
乳
し
混
入
し
た
」
や
「
巡
絡
が

あ
い
ま
い
で
稿
療
牛
が
わ
か
ら
ず
搾
乳
し

て
い
た
」
な
ど
で
し
た
。
今
川
の
調
在
で

も
、
一
番
確
実
な
対
策
で
あ
る
「
治
派
牛

の
隔
離
」
は
一
○
訂
の
実
施
率
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
う
り

１
ス
ト
ー
ル
の
実
施
で
し
た
。
実
際
に
は
、

つ
な
ぎ
飼
養
で
の
隔
離
は
附
雛
で
し
ょ
う
。

抗菌性物質残留事故防止対策を考える

北根室地区農業改良普及センター

灘鞠iil騨鑿鰯鞠驚
洲'M鰍z,M繍刺fiｷ|噸域懇鰹蝿鬮鷺堅灘

要ｕＷｌ）'i蝋慰騨織蝋i鰯２で、竜１５ゼr4lWijliWK竜：黙ｉＷボラ
とて雌、

Ｆ＝、

表１抗菌'性物質残留事故防止にかかる調査 まＷ{乳ろ梢る燭そスい施⑤
し！'＃のえ療一こ余の卜まさ調沿

;鱗騨!:熱
’Ｗｒｔは蘭,iカイ、腫

鰔繊繋凄繍
う性．悲物をで’ｒ蝋

澱纏癖燃
け残り:そるき乳｝)、りて笈

中凛鴬支所帯広支所全道

摘樅'ﾄは隔離していますか？ ぱい｜Ｌ１．９９．４１０.ﾛ

ぱい１８５．５８６．３８斗Ｉ治雄'卜は識別していますか？

治療した１分〃以外も総てていますか！ SＬＯ８２．８１８３．７ 白＝、 はい

||(iHjiM限IU1H11経過後､確認険在を必ず受
航していますか？

8８．２ 93.2 はい L)ｌ』；

乾乳Iv1に治療した牛も|{}荷iiiのIMi認祷ｆ
を必ず霞けていますか？

932 84.2 90.4 ぱい

猯療の記歎をとっていますか？ はい３６．０１３９．７ 3目 ５ 

誤ってパルクに入って捨てたことがあり
之せんか？

あり主す 39.9 1１．９ ｣８．５ 

あるいは、ひやっとした凝験はあＩ)ませ
んか？

あります [138 7４．７ 70」

図１治療牛の識別方法

識別方法は、どのようにしていますか？

モ鰯'欄
図２乳房内に注入したエリスロマイシン(抗菌性物質)の生乳中での拡散

血管血管血管
1０－７ 

|蕊鍵露顕Zi趨鑿鍵
１４．‘ ﾏｰｸﾊｰﾝﾄﾞ/ｶﾗｰｽﾌﾞﾚｰ 

ｊ
ｑ
ｄ
ｑ
『
Ⅱ
‐カラースプレー

５７％ 

房
マークバンド １７－［ 

投与2時lfll唆（１４白/ｍｌ】 ８時間後（fLg/ｍｌ】

Bmgq【Ｓ凶ご…(】,83)より引用

6時IIB後（陛倉/ｍｌｌ

0１０２０３０４０５０６０７０ 

'1２ 

中凛津支所 帯広支所 全道

iii擬'卜は|絹離してい T-か？ はい l`！ 10.9 

治測:,卜は識BＩして､’ すか？ はい 8５ 86. 8ル！

愉療した１分脚以ﾀ｝ 総てていますか？ はい SＬ 82‘ 83.7 

'１{Tl;jIM限｣UⅡl}}綴過後
検していますか？

確認検在を必ず受
ぱい 9１ 8８ 93.2 

乾乳Iv1に治療した｣|：
を必ず受けています

|{}荷iiiiの確認櫛［
ぱい 9３ 8４ 90.4 

ifi鞭の記鍬をとって ますか？ はい 3６ 3９ 35.5 

誤ってパルクに人司
童せんか？

階てたことがあり ぁI）まず `18, 3９ 4Ｌ９ 

あるいは、ひやっとした|溌験はあＩ)ませ
んか？

あります 74.7 70.1 68.8 

■帆～



■●■-■●■Ｃ■●●Ｃ●●●●● 

ひ●●ｃ●●●●●●●●●●●●●ﾛ●●●｡Ｃ●｡●●U●●●●●●●ﾛ●●●■■●●■▲■●■

。
■
０
｜
■
二
■
■
一
▲
■
■
｜
・
■
｜
■
■

●
 

●
 

』
｜
■
■
■
●
■
●
■
●
●
●
Ｄ
Ｓ
■
●
 

農繁期前の楽しい１日を過ごし
ました。。酪農実習生と受入れ農家との交流会

■
■
■
面

■
■
●
●
■
■
■
■
『

ﾛ 

■
■
●
■
■
●
□
●
■
■
 

酪lHLｿﾐil1化と受入れ農家の方との交流会が６１]16

11,笈iW''二16人、受入れ農家６人の参力１１により、森

林公際|で行なわれました。

BI111は'(1)1から１１，ｻﾞﾉ<に恋まれ力(ｉＭも」二ｹ1Ｌ、絶好の

交流会１１和となり、′1二IiiiIl1のパークゴルフでは、ＩＤ

つくりコースを１１１１りながら楽しみました。

午後からは焼肉、冷えたビール、ジュースで円つ

づみ。久々の交流会で初めて顔を合わせる人も多か

ったのですが、椿すぐにうち解け、農繁期前の楽し

い－[1を過ごすｌｆができました。

』
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
０
■
卓
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■
■
戸

■q 

●■ 

■■･●●●●●巳●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●ＣＯＯ●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●■●●●●●● ■ 

巳■

B● 

■■ 

■ 

■
｜
■
｜
■
｜
■
■
｜
■
｜
■
曰
■
」
■
｜
■
』
■
■
一
■
｜
■
□
■
｜
■
■
｜
■
」
□
■
｜
｜
■
□
■

無事､実習を終えました。‘！ 萄
澱

《
■
●
●
●
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己
●
●
■
■
白
白
■
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Ｏ中標津農業高校受入式

HIllmlⅢlImIll-,‘へ岸白

j僻冤Ai．

1 

：ＩｌＬＩ鱗'1農業I舟佼の'１f徒13人（ｿ)ｆ６人、女

：」亀７人）が、６Jj2511から７)１２１１まで酪農

ｉｌｲf験学瀞として、畔３人、次｢･２人が５ﾉﾄﾞ

：の受入れ農家に笈習に入りました。

：また、６)１２５１１から７)１５１１まで企業体験

：均ﾘﾝIとして、ワノト３人、女r･５人が鵬協交付

：，瀧、''三滴J1ji柵、ザし製,Y1lﾆﾑﾙに、それぞｵし笑１１１

：に入りました。

壺冠

`鷲■頚

蟄、1割 雷臘
ﾋﾟ左

DB 
の●

■ 
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■ 

■ 

ののす九

軒：ｶﾐﾎﾞ月
つ気｝iiiは

Ａ１Ｅ１：慨
19,のはね
が谷残Ij1jI

蝋'3
ｔでこ：
うノ〈、り
゜気そま

八
月太
平
洋
商
気
圧
に
覆
わ
れ
て
、
平

年
と
Ｍ
様
に
枠
い
Ⅱ
が
多
い
で
す
が
、

後
半
を
小
心
に
ｆ
雫
の
寒
気
の
影
騨

を
受
け
る
Ⅱ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ず｝値す七
つのが犬月
〈芥、気
Ililibのオは
川彩ホ慨
が弊｜ね
あをツIin
る受ク期
で什海的
し、商に
よ尺気変
う抗｝{そわ
･のやり
ぐ気ま

は,蔚
共い三
に１１１力
lJqnE）’ 
○代平
訂が均
で人気
すき棚
。〈（よ

よ

う（
・力

）１ 
Ｍ 
降
水
ｌＬ 
ＩｉＬ 

（よ

、ド
イド
、肱
で・
し

可
能
性
の
人
き
な
入
候
の
兄
皿
し

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
天
候

（
見
通
し
）

Ｓ
力
肩
予
報平
ホ
ー
並
か

そ
の
確
率

可
」

1３ 



灘騨
鰄パ更’後・標恥今程ｌｒｌ
観憧亭賦オメ撰脈Ｍｊ
魔心マ忠望にな捲るのな旅
しｉｆを’１１む几どを旅二わ行
にち観・ｉｉ稜を｝{'１とilflれが
出に魔ilk稜郭乗発称三二、
牡トしし椎雄公りししⅡトノく
げてま派形倒継まてで－）］
、いしＩ１ｌｉｊｌのにぎし、、人｝

「
宝
石
箱
」
の
よ
う
な
夜
景
に
大
満
足
／
・

●
女
性
部
宿
泊
研
修
旅
行

芸
術
の
世
界
に
浸
っ
て
…
。

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
日
帰
り
研
修
旅
行

力う人もるつルｉｊ体多ｌｊｌｌが
月での忘ＩＦた町験かし六女

後し'聯れに－奥教ｇ芒蝋

灘灘
すでいち６１ｔ界｡摩要人’）
･約ろ、家上で弟｜制望が研
二よ－座げたイ．焼の参修

農行とをの兄函かい期

締りⅧｆ織れ!iii鮒
,iii厳忠焼'|’、１１堪人は仁ｋ

典iiﾄﾞ|とii鰈は棚iiiW2
Mi#同難鴎蝉ＩＩ編
薩鮭当lii;Hi翻鵠額
鮴髪。'１幟にし''げしの
E蝉蕪麟蔦：獺

:耀轤鑿iｉｉ

＝盃

有し作いや場つ奨一食ル

i鱗蒋
灘!■#鮒
よ'醐鍵鯛ﾉﾄﾞ鍬'”
窯,愚鰄鰯綿？
。’ノ収のし査牧「［た,縦１ﾋゼ

ｆ字、

今年も秋まで楽しめま式
●女性部フラワーパネル設置

今
年
も
女
性
部
で
は
、
伽
務
所
前
に
ｊ

Ａ
マ
ー
ク
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ネ
ル
を
設
紐
し
、

ベ
ョ
ー
ア
を
樅
え
ま
し
た
。
ま
た
、
術
務
所

而
の
佗
聰
を
確
備
し
、
秋
に
棚
化
す
る
よ
う

仁
と
コ
ス
モ
ス
の
極
を
撒
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー

に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え
、
小
務
所

周
辺
に
鮮
や
か
な
色
を
加
え
て
い
ま
す
。

秋
ま
で
の
数
カ
月
、
蛎
務
所
を
訪
れ
る

人
々
の
Ⅱ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

1４ 



秋
に
は
一
面
ピ
ン
ク
色
に
／

現
場
の
声
と
今
後
の
農
政
の
動
向
を
勉
強
し
ま
し
た
。

●
農
水
事
務
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
農
協
青
年
部
部
長
佐
々
木
大
輔

今るれ雌まノノｉバ行六ス
かそ１%｜、かたし、)な）］モ［|’
らう花極で迎まとわトス標
待でまをはｉｉｊｊししオLl1の「|と
ち、でまあ全たてま、ｌｉＬ．
述窄のくりシ゜、し’'1づス
し港艀－まｌ、'１１１１』た標<モ

蝋:馴繊;ｉｉ
近鱗Mjiliii雛:
重離職:
半聰ll1ii腱iiiI縦|陞
るたし鍬什候参合ま’１１’よ

辮怠熊でＭ鵬ii：

ら迎状HMIllL1今Ａが’'１
の夜１１＃を友１１１１１１１１了こけの」ｉ
恐の瀞タ１１との｝ｉ協のなサドる
談地狐つの１１人が行わアノ《
でﾉﾋ、!ｉて対程の征１１れＰＩＦ）］
、１１；皆も話で１ｉｆ'三は参勝｝
少イドj進らを股務行、川'扣［LL’
々逆はう通業｝[｛なｆｌｌｌし、'１１１

嬬蝿雄:識
嚇織t蝿細ｉｊ
驚蒋鴎」：iii・職
しがくｏリミｉﾉ､ｊｉｎ、I会余

戸口

●
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き た
が
、
農
業
炎
将
を
迪
し
て
感
じ
た
鯛
や
、

今
後
の
農
政
の
幼
さ
な
ど
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
誌
し
を
す
る
聯
が
出
来
、
大
変
灯
意

義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
艸
段

あ
ま
り
交
流
の
な
い
釧
路
地
区
の
盟
友
と

も
諸
す
蝿
が
Ⅲ
来
た
蛎
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
蛎
業
が
継
続
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
部
、
が
参
加
で
き
れ
ば
し
｜
忠
い
ま

、す。
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（ ） 共計でん粉Ｓ月末販売状況 でん粉市況 １１１位：lIL、袋(25kg］

馬鈴しょでん粉
（産地病波し）

2.250(2.375)～３．１２５(3.125） 

１危成12年産共,汁でん粉は５１]末仮配架,il-袋､１Ｗ、

L5501I1（}iijｲﾄﾞＩｎ１期1,2()81U)と前年を上辿るJILい版元状

況となっています。

販売状況は、共計数}1tの60.1露（Iiiiｲﾄﾞl1T]j9ll6､4鰯）

と販売進度は13.7鱒進んでいます。

脇鈴しよでん粉
（火）j(命渡し）

2,475(2.575)～３．４５()(３．′150） 

'輸入化にでん粉
（火）;(倉減し） 1,625～Ｌ875 

コーンスターチ 1,7,10(1,750） 

（）はIiijfl:|向Ｉｊｕ

1５ 

共計でん粉Ｓ局
JWi鈴しょでん粉

(潅地病減し）
2,250(2,375)～3,125(3.125） 

15鈴しよでん粉
(来〉j(念渡し）

2.475(2,575)-3,`15()(3,'150） 

輸入化ｉ２で･ん粉

(来〕i(倉渡し）
1,625-1,875 

コーーンスターチ 1,7'10(Ｌ750） 



各関係披閲による説畷
痘握くまで熱心に行なわれました 家

畜
ふ
ん
尿
の
現
状
と
今
後
の
方
向
。

●
家
雷
ふ
ん
尿
対
策
意
見
交
換
会
青
年
部
調
査
・
広
報
委
員
長
中
本
信
幸

蕊てlil（に人の室次木人
のお及利３Ｌ会活符」&主と几

八りぴ川ｲ':繊軌内17葹魎ll
iiil1顔貌則:議熱`,,,察，
U1j:奇りて道おいふ苧根文二

jliml1灘
飼
料
設
計
。
搾
乳
作
業
な
ど
再
確
認
。

●
青
年
部
勉
強
会
調
査
・
広
報
委
員
会
桜
井
が
輪

ま皮って氏平に
しに鮒の、今を部お（
たよ料辨そ回迎勉い）］
がり股をれのえ強て１
，tＭ１計学か勉’1Ｎ会、五
今料でぴら強催が本１］
[１１１，汁はま搾会さ、年、
のＪ１：、し乳でれ；聯度Ｊ
勉の現た作はま師第Ａ
強作在。業飼しに－巾
会業パに料たｌＷｆｌＴｉｌ標
でもソっ識。農１１津
は楽．し、計諜と大
部にンてにのな会
員なののつ良る瀧
各り悴こい渕ｉｌｆ寵

￣■ 

まＩＨ１１ｎｌえつ家物につこ
す魑以次活い帯ド'’１１Ｍ物今篇１１
°に」ｚｌｌｌｌ錐てふ）'１すのＩｉｊ１が
血、６に４１§ん促る符の系
ち１片’１M行産)I（進法理怠堀
｜(Ⅲ発催な儲の,ｉＩＴｌｋのｊ,ｉＬり
かなさわ’11リリlllililLjln交貯
つ意オしれか状レヨ」!：換柵
て兄るまらとの北化会と
ｉｆが子しの、脱榔及はな
きで定た睡今ⅡｊＩｊｉｉび、っ
たるで･疑後と家利司て
いよす応の、畜川家い
とうが審力笹排の帯ま
！`１－、をＩｆｉ１１ﾉﾘせ促排すりｕ、－

し、の今交仁のつ逃せ。

、
施
卓
を
排
参
し
、
川
遮
さ
れ
た
盗
料
と

睨
め
っ
こ
を
し
な
が
ら
計
算
を
し
て
ゆ
き

ま
し
た
。

飼
料
計
弊
終
ｒ
後
、
次
に
搾
乳
作
業
に

つ
い
て
の
教
材
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
辨
段
な
れ
親
し
ん
で
い
る
搾
乳
作
業

で
も
、
ビ
デ
オ
ｆ
映
小
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

う
な
ず
く
声
や
衿
笑
い
が
こ
ぼ
れ
た
り
と
、

部
、
各
々
、
新
発
兄
や
〃
確
認
が
Ⅲ
来
た

様
卜
で
あ
り
ま
し
た
。

唇弐

あいにくの雨で自己消費｡′ 青年部武佐支部中司拓也

でる篭いＩ１１１
す米鹸詳Ｉ１ｌまス今ＩＨＩ／《
・イド後も窯し、年き）］
ははまもたジもがＩ．
↑ハ「］ぱ例゜ン武行Ⅱ
ル!「分ら年がギ佐な、
のたとよ・ス文わＩ面
もちいり、[１カ部れ例
とでうも［Ｉンでまと
で、状少はなはしな
行已況なあど縦たＩ）
をｉｌＩｊで．くいの１１１°ま
いツ（し、に版１１し
た；た食くり６にた
い゜･ベのをて政
もてｌ:ｉｉｉ「ジ佐
のリii｝１をユ岳

■￣■ 

n 
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本
格
的
な
牧
草
収
穫
作
業
を
前
に
安
全
祈
願
。

『
昭

｡ 

鍛終齢鰹過亨灘六
川まり熱i)ＨのＺ､:士オ恵収１１

蝿騨鰍囎,Ｍ１享jji隅

鰯繊
全わ堂’）農陽と作れ司奥ｉｌＭ

鷺ｒ蔓まIm文も業ま祈場陽

Ｉ熟繍iiylIに蛎
灘ｉｆＷ郷了：嫌
しる牧し、信タ会全勝
たよ軍、こ率１がと的
･う収談の文に、好を

物物つで’ノ約米としに
でもては、－当まいたな俵
のそい、汗時Ⅱしう・つ橘
遊こま水ぱ間はた人今て文
びそし槽む１堂〃･所イドい部
をこたにほら天帯はるで
楽に｡泳ど心にで大家は
し、べぐ気地忠網家族六
みちン魚ｉ1Ａよま走族親）］
、ぴギたのいれ水、睦五
綱つンちｉｌ１ｊド、族総会１１
上こやがかラ網館勢を、
原逢う涼つイ走に二行ｉＩｊ
'i二は〃気たブま17-トな年
牧釆．を綱とでつUL1いＩＩｉ
場’）兄誘進なのて人ま例

家
族
親
睦
会
で
休
曰
を
満
喫
し
ま
し
た
。

青
年
部
俵
橋
支
部
本
多
鯉

青
年
部
開
陽
支
部
桜
井
寿
沿

ｳﾞﾆ悪

観
光
セ
ン
タ
ー
に
移
吟
動
し
て
、
焼
き
肉
食

べ
放
題
の
益
食
を
と
り
ま
し
た
。
初
夏
の

体
Ⅱ
を
満
喫
で
き
た
．
Ⅱ
と
な
り
ま
し
た
。

「Ｆ’ 

南俣落地区が優勝に輝く。青零部儂震支部板艤匠

優南ジオしとＮｉ行過た候行
勝隈ヤ、そながしぎ｡でな六
お藩ン部の’）除まま結肌わ）ｊ
め地ケ落後まつしで励寒九｜・
で区ン競はしてたス、くま１１
とでで技、たきがケ犬、し、
うし勝、体・て、ジ気艸ｉた隈
ごた敗値肯体午ユのの｡藩
ざ・が例館行後１様降、'１小
い藤決のに館一ルーチリｌ１Ｉｌ１
ま’1ｌま綱てに時ををそは学
す誠リリ１粒避近繰みうあ佼
・郁郁き技難くりなない人
落然もがしに１２がノ〈に返
金優な行、人げら気〈勅
健勝〈な益粒ておでの会
、は、わ食の進仔しノ〈が

１７ 
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薊
ご
Ｅ
え
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第
三
回
理
事
会
の
経
過

S月の組合目誌 附
催
Ⅱ
時
平
成
十
一
二
年
五
Ⅱ
’
一
十
瓦
Ⅱ

〈
決
議
事
項
〉

一
、
役
員
補
欠
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

二
、
新
任
僻
、
の
職
務
に
つ
い
て

一
一
．
、
信
川
蛎
業
方
法
僻
の
一
部
変
史
に

つ
い
て地区別懇談会（俣落地区）

企画会議（課長以上）

第１回役員協議会

女性部第１回50周年記念準備委員会

てん菜打合わせ

第54回通常総会～寿宴

経営診断－１５日

中標津町農協総合共進会

第３回青年部役員会

生食ｶﾛｴ部会打ち合わせ

ジュニアホルスタインクラブ根釧合同

サマースクール説明会

青年部勉強会

固定資産藍薔

種子馬鈴し鰭B会役員会

第２回青年部調査広報委員会

第２回生産委員会

融資協議

牛乳集荷者研修会

農民連盟役員会

生食馬鈴し縞旧会全体会議

第１回熟年会役員会

開業Ａｌ師個体識別打ち合わせ

管理購買委員会

種子馬鈴しよ部会全体会議

第２回営農委員会

個体識別打ち合わせ

農業高校実習生受け入れ式

女性部チャレンジ21事業折ち合わせ会談

ＬＡ研修

第２回企画会議
ＳＳミーティング

日
日
Ｅ
Ｅ

４
５
６
７
 

８１旨

１１日

１２日

１３Ｂ 

１５Ｅ DPC； 
Ｉ￣＝ 

■■ 

雌
近
、
電
線
付
近
で
の
農
業
機
械
作
業
な
ど
で
の
嘔
線
に
接
触
し

て
斯
故
が
苑
化
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
電
線
の
み
な
ら
ず
作
業
し
て
い
る
力
に
も

災
害
に
至
る
ケ
ー
ス
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
樋
線
や
支
持
物
付
近

で
作
業
を
さ
れ
る
場
今
は
、
安
全
に
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ほ
く
で
ん
の
方
が
立
会
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
連
絡
を

し
て
下
さ
い
。

述
絲
光
０
１
５
３
７
②
２
０
１
０
ほ
く
で
ん
巾
標
津
営
業
所

０
１
５
３
７
即
３
３
３
９
ほ
く
で
ん
中
標
津
地
力
所

181目

送
電
線
に
近
接
し
て
の
作
業
は

よ
く
注
意
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

１９日

20日

■
□
□
一

『
二
・
：

２１Ｅ 

２２日

Z５Ｅ 

２７日

２８Ｂ 

２９Ｅ 
￣、

⑥
撫
餉
、
升
請
騨
周
犀
艦
露
回
溢
叩
ｏ
議
絵
．
、
識
吋
侍
圓
鶏
簡
灘
日
趙
嶺
、
旧
‐
駕
忌

ｐ
ｌ
ｋ
～
Ｉ
、
；
二
；
卜
＃
！
ｈ
、
，

気象情報の活用のお知らせ

牧jYf収極期にあたり､気象ＩｉＩｊ報を平成13年６月19日

午後から農協ＦＡＸＩ１Ｉｉ報箱に人力しています。

lWj報は、１１１２１１１１発衣されます。

☆午ljlj6時発表一雄IU1-J亀測：:'11161聯から翌[]24時

までの３１MF１１;I単位の天気・気拙・

風・雨11ｔを子１１１１

週ｉ１ｌｉｌ－ｆｉｌ('１：６１｣先までの天気・気

脇・風・雨並を１１l1iIhで子i[[|｜

☆午後６時発表尊純朋子iⅡ：当1118時から翌Ｉ12411＃
までの３時11M]１ｔ位の天気・気１M.・

風・F1jjItを了測

週lll1-fi1('1：７１｣光までの犬気。試
淵・風．i:ijfItをlll1i位で予測

また、ノ(気lx1も提供ざｵします。火気１１?綴は、あく

まても予想であり１００鱒の確率で![iたるとは限りませ

んが、人切なli11飼料をi;ｉjにあてる,|『なく収稚作業を

l司柵に行なうためにも天奴Ｉ１Ｉｉ柵をご活１１１下さい。

なお、ｒ測ポイントは'１１標１１kと俣落の２カmrです。

☆rillll期|{'１平成13年６月19日午後～９月20日

☆天気Ｉ１ｌｉ報のj[(リＩ１Ｌ

ＦＡＸＩ１'『報箱９５３０芽１１１標ilk

９５３１券俣落

９５３２ヰリミル'し予想天女il叉’

９５３３堂台hiWi報

※この1911111以外は、ホクレン天気Ｉ１１ｉ報が11';報箱953Ｃ

＃に入力されますのでご活I|）トーさい。

1８ 


